


ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 
ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人への危害や損害を
未然に防止するためのものです。 
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測定時のメモリー番号選択でM1または
M2を選択すると測定結果が保存され
ます。［　］を選択している場合は測定
結果は保存されませんので注意してくだ
さい。 

メモリー番号M1、M2にはそれぞれ30
回分の測定結果を保存することができ
ます。 
測定回数が30回を超えると１番古い
測定結果が消されて新しい結果が保存
されます。 
電源を切っても保存された結果は消え
ません。 

M2

M1
1

M2
メモリー

2

M1、M2は朝夕の測定結果を
わけて保存する、2人の方で
測定を別々に保存するなどして
ご利用ください。 
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Bevan, Honour & Scott (1969) Clin. Sci. 36. 329

血圧とは 
血管内を流れる血液が血管の内壁におよぼす圧力のことをいいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
血圧は常に変化しています 
血圧は心身のいろいろな条件で変化し、いつも一定ではありません。 
安静状態での血圧値を正確につかむためには、何回か測定して判断される
ことをおすすめします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
血圧はいつ測定すればよいか 
起床後と就寝前が１日の内で最も血圧が安定すると言われています。 
これを目安に毎日時間を決めてリラックスした状態で測定することをおすすめ
します。 



血圧の目安 
右の表はWHO／ISH※による血圧
分類(1999年)です。 

 
 
 
 
 
 

 
最低血圧と最高血圧が異なる分類に
該当する場合、高位の分類を採用
します。 

血圧値は人種、地域、性別、年齢によってかなりの差がみられます。 
測定結果はご自分で判断せずに必ず医師の指導を受けてください。 
 

日本人の血圧の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

高齢になるほど、高血圧の割合が多くなる傾向がみられます。 
 

脈拍数について 
脈拍数は、健康状態を知るうえで非常に大切な値です。 
一般に成人の脈拍数は、椅子に掛けた安静状態で60～80拍／分が正常値とさ
れていますが、疲労が蓄積されていたり、体調が悪い時には、10～20拍／分
多くなることがあります。 
自分の安静脈拍数を知り、その日の脈拍数と比較することで、健康状態の
変化を見分けるための目安となります。 
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